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お客様の「Quality of Life」の向上に寄与する「食」の提供を中心とした
さまざまな取り組みを通じて、アヲハタグループおよびその製品・サービスが
お客様から愛される存在であることを目指します。

お客様とのふれあい

フルーツのおいしさをお届けするために

　「とびきりカラフルで、フルー
ティーな、ジャムパーティー、はじま
る。」というキャッチフレーズのも
と、「アヲハタ 55ジャム」シリーズ
の魅力を多くのお客様に知ってい
ただくためのキャンペーンを実施
しました。当選された方には、
当キャンペーン用に製作した
「GO！GO！ジャムパーティーBOX」
にオリジナルレシピブックを添えて
お贈りしました。

 　　「GO！GO！JAM PARTY」
 　　キャンペーンを実施

応募総数

267,086口

「ジャムでお絵かき」参加者の声

たくさんのジャムがあり楽しかったです。いつも
ブルーベリーやイチゴばかりでしたが、めずらしい
味も試食でき、よかったです。（小学１年生 保護者）

●

家ではできない体験ができ、少しむずかしかった
けど、色々なジャムを工夫して使うことができ、
とても楽しかったです。 （小学６年生）

●

　果実本来の風味をいかすため、“製造工程中に水分と
一緒に蒸発していたフルーツの自然な香りを製品に
戻す”製法です。「さわやか・フルーティ」な香りを戻して
いるため、従来製法と比較し、「フルーティな香り」、
「花のような香り」が特に強くなっています。

　香り戻し技術・酸素濃度低減技術・総加熱量低減技術
の３つの技術を融合した「ファインフルーティー製法」を
採用することで、フルーツ本来のフレッシュな味わいを
楽しんでいただけます。

アヲハタグループ品質方針

安全・安心な商品をお届けするために

　アヲハタグループでは、安全・安
心な製品づくりを目的とし、食品
安全マネジメントシステムの 
FSSC22000の認証取得を進め
ており、2015年にジャム工場全ラ
イン、竹原工場調理ライン、東北
アヲハタ㈱ FPプラントで認証を
取得しました。更に海外工場にお
いても、食品安全マネジメント
システムの導入を進めています。

  　　安全・安心な製品づくり
  ～FSSC22000 認証の推進～

● 愛する大切な人に食べてもらいたい、
　 という気持ちで仕事に取り組みます。

● ルールと約束を一途に守り、 当たり前のことを
　 当たり前に、誠実に実行します。

● 素直に事実を見て、 
　 技術の研鑽と仕組みの改善に努めます。

● 自然に対する謙虚さを忘れず、
　 原材料を大切にします。

● 仲間を思いやり、お客様のために力を合わせます。

　アヲハタグループでは、原料調達から商品開発、製造、そして
お客様に商品をお届けするまで、安全・安心で品質の良い製品
づくりに取り組んでいます。これらの取り組みを実現するた
め、私たちは「アヲハタグループ品質方針」を実践いたします。 アヲハタの品質は、多くの人達に支えられながら、

私たち一人ひとりの行動によって育まれるもので
す。私たちはより良い品質の実現を目指して、次の
事柄を大切にしていきます。

　アヲハタジャムの豊富なバラエティを知っていただくと
ともに、子どもの頃からジャムに親しみ、ジャムを好きに
なってもらいたいとの思いから、小さなお子様でも楽しめ
る「ジャムでお絵かき」イベントを開催しています。また、
アヲハタジャムのおいしさや特徴をお客様にお伝えした
り、「ジャムでお絵かき」を運営するための社内資格認定
制度を導入し、育成を進めています。

■　　「ジャムでお絵かき」イベント開催

■　　使いやすさの追求 ～ユニバーサルデザイン～ ■　　おいしさの追求 ～香り戻し技術～

VO
ICE

　初めての推奨販売で「おいしい」と言って喜んで
もらえることの嬉しさを感じました。
　「アヲハタ 55ジャム」は11種類もあるので、うまく
おいしさを伝えられるか最初は不安でした。しかし、
試食された方からは、「こんなに種類があるのは
知らなかった」と驚かれる声や、「初めて食べた味だけど
おいしい」といった嬉しいお声をたくさんいただきま
した。今まで直接聞けなかったお客様の声を聞け
て、これからも「おいしい」と喜んでもらえるジャム
を作ろうと思いました。

店頭でもジャムの魅力を
伝えています！
ジャム工場 檀上 公規 VO

ICE

　社内資格認定のための研修を受けたことで、
「ジャム」や「アヲハタ」の魅力に改めて気づくことが
できました。今後も、その魅力を伝えていけるよう
ご案内させていただき、多くのお客様に興味・関心
を持っていただきたいです。そして、「ジャム」や
「フルーツ」をもっと身近に感じていただけるきっ
かけを作れるよう取り組んでいきたいと思います。

ジャムやフルーツを
もっと身近に
ジャムデッキ 藤原 ちひろ

●❶
●❷

●❸●❹

●❺

❶開けやすい形
びんを握った時にすべりにくく開け
やすいよう、多面体構造を採用して
います。また、握力の弱いお子様や
お年寄りの方でも開けやすいよう、
キャップの内側の素材を摩擦の
少ないものにしています。

❺点字
びんの下部に「アヲハタ」「ジャム」という点字を入れ、より多くのお客様
に判別しやすいようにしています。

❹はがしやすいラベル
分別廃棄の際、簡単にラベルをはがしていた
だけるような糊を使っています。

❸開栓日メモ
はじめて開栓した日が分かるよう、ラベルに
日付が記入できるメモ欄を付けています。

❷セーフティボタンキャップ
キャップの中央が凹んでいれば密封状態、中央
が膨らんでいれば既に開けた状態であること
が、一目で分かります。
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西暦 経営・CSRに関する取り組み 環境保全に関する取り組み

（単位：ｋℓ、㎥、ｔ）

環境パフォーマンス指標（単位） 2016年度 2015年度
（基準期間）

基準期間との差
（環境保全効果）

総エネルギー投入量（原油換算KL）
水資源投入量（㎥）
温室効果ガス排出量（ｔ-CO2）
廃棄物等総排出量（ｔ）
廃棄物最終処分量（ｔ）
総排水量（㎥）
水質（COD）（ｔ）
NOX排出量（ｔ）
SOX排出量（ｔ）

環境保全効果

5,507
540,990
12,951
2,036
18

450,222
11
ー
ー

5,474
510,434
12,499
2,092
16

434,280
11
ー
ー

34
30,556
452
△56
2

15,942
1
ー
ー

環境保全効果の分類

事業活動に投入する
資源に関する環境保全効果

事業活動から排出する環境負荷
及び廃棄物に関する環境保全効果

資料編 資料編

1932年 アヲハタ印のみかん缶詰、オレンジママレード等のジャム類
の製造を目的とし、株式会社旗道園として創業

1943年
企業整備令により株式会社旗道園は解散、広島県合同缶詰
株式会社に統合

1948年 終戦後、青旗缶詰株式会社として再発足
1962年 「キユーピーミートソース」などの調理食品缶詰の製造を開始

1966年 株式会社広島アヲハタ（現竹原工場）を設立

1970年 甘さの少ない低糖度ジャムを開発し「アヲハタ 55 オレンジ
ママレード」を発売

1972年
排水処理装置を導入（現ジャム工場:活性汚泥方式、現竹原工場:
回転円盤生物接触方式（RBC）
みかん外皮乾燥装置を導入

1974年 丸菱アヲハタ株式会社（現東北アヲハタ）を設立 排水処理にラグーン施設を導入（現東北アヲハタ）
砂糖バルク輸送を開始（現ジャム工場）

1976年 みかんの排水処理にメタン醗酵システムを導入（現竹原工場）

1989年 アヲハタ株式会社に商号変更
1990年 チラー設備を導入（現ジャム工場）

1991年 外部委託による植物性残渣の再資源化（肥料化）開始
（現ジャム工場・現竹原工場）

1994年
メタン醗酵と活性汚泥を組み合わせた排水処理施設を設置
（現ジャム工場）
容器減容化を推進（びんの軽量化など）

1996年 日本で初めて調理缶詰に環境にやさしいタルク缶を採用

1998年 広島証券取引所に株式を上場 環境管理を専門とする部署を設置

1999年 アヲハタグループ環境基本方針策定
アヲハタ株式会社ジャム事業本部（現ジャム工場）でISO14001の認証取得 太陽光発電システムを導入

2004年 アヲハタグループ行動規範を制定
東北アヲハタ株式会社でISO9001の認証取得 排水処理設備調整槽を設置（現竹原工場）

2005年 ジャム工場でISO9001の認証取得
「アヲハタ55ジャム」にユニバーサルデザインびん採用

地中冷熱利用ハイブリッド型冷却システムを導入（ジャム工場）
ゼロエミッションを達成（東北アヲハタ）

2007年 ISO14001の認証取得4サイト統合 「チーム・マイナス6%」に登録

2009年 ボランティア活動などに関する社内「ポイント制度」を導入 ガスボイラーを導入（ジャム工場）
食品産業CO2削減大賞で「農林水産大臣賞」を受賞

2012年 ジャムのPR施設「アヲハタ ジャムデッキ」をジャム工場内に新設

2013年 広島県と「包括的連携に関する協定」を締結
フードバンク活動に参加（ジャム工場・現竹原工場）

ガスボイラーを導入（東北アヲハタ・現竹原工場）
電子マニフェストを導入（ジャム工場・現竹原工場）

2016年 ISO14001:2015年版の認証取得 加熱殺菌装置を更新（ジャム工場）

2015年 芸南食品株式会社および株式会社エイエフシイを吸収合併
ジャム工場・竹原工場・東北アヲハタ株式会社でFSSC22000の認証取得

2014年 キユーピー株式会社より、家庭用ジャム・スプレッド商品販売事業を承継

2011年 「チャレンジ25」に登録

2006年 内部通報制度「コンプライアンス110番」運用開始 クリーンジャパンセンター会長賞受賞

2002年 東北アヲハタ株式会社・芸南食品株式会社（現竹原工場）
でISO14001の認証取得

2003年 ボランティア休暇制度を導入

2001年
アヲハタグループ本社サイトでISO14001の認証取得
「環境報告書2001」を発行、以降毎年発行
東北アヲハタ株式会社・芸南食品株式会社（現竹原工場）でHACCPの認証取得
アヲハタ奨学金基金を設立

全工場の廃棄物焼却炉を廃止

2000年 東京証券取引所市場第二部に株式を上場

■　 環境保全効果
　環境保全効果については、総エネルギー投入量、水資源の投入量、温室効果ガス排出量は製造工程の改善や生産効率の
向上を進めていますが、多品種少量品目が多くなり増加しました。
　今後とも、環境負荷を低減するとともにエネルギーの消費量を含めた温暖化防止策に重点をおいた環境投資を継続し
おこなってまいります。

集計範囲:アヲハタグループ（国内）生産3工場
対象期間:2015年11月1日～2016年10月31日
　　　　（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計値が一致しない場合があります。

分類

（単位：千円）

主な取り組みの内容 投資額 費用額 投資額 費用額

内訳
（１）－１公害防止コスト 排水塩素処理装置更新等
（１）－２地球環境保全コスト 加熱殺菌装置＋ＣＩＰ改善、空調、照明機器更新等
（１）－３資源循環コスト 記録計更新等

容器包装材の再商品化義務費用
ＩＳＯ１４００１費用､構内美化緑化費用
容器の軽量化研究人件費
環境保全団体等への寄付
なし

（３）管理活動コスト
（４）研究開発コスト
（５）社会活動コスト
（６）環境損傷対応コスト

合計

２０１６年度 ２０１５年度

（１）事業エリア内コスト

（２）上・下流コスト

環境保全コスト（事業活動に応じた分類）

39,953
6,595
32,718
640
0
0
0
0
0

39,953

108,463
50,627
14,729
43,107
16,528
22,394
2,014
637
0

150,036

25,515
8,558
16,364
593
0
0
0
0
0

25,515

111,381
55,758
14,803
40,820
14,485
27,388
2,118
295
0

155,667

■　　環境保全コスト（事業活動に応じた分類）
　当期の環境保全設備投資額は、39,953千円となりました。当期の設備投資の主要なものとしては、排水処理設備の更新、
省エネ設備の更新、省資源設備の増強などです。
　当期の費用額は、150,036千円で前年度と比較すると5,631千円（3.6％）減少しています。これは排水関係と省エネルギー
関連等の設備投資の償却費用の減少によるものです。

■　 環境保全対策に伴う経済効果（実質的効果）
　排出物のリサイクルによる売却益は市況の変化により前年比21.9％増の4,103千円で、費用の節減効果が32,555千円と
なり、前年比2.3％増加しました。

（単位：千円）

金額（2016年度） 金額（2015年度）

収益

排水処理費用の削減

合計

効果の内容
主たる事業活動で生じた廃棄物のリサイクル又は
使用済み製品等のリサイクルによる事業収入

費用節減 省エネルギーによるエネルギー費の節減
省資源又はリサイクルに伴う廃棄物処理費の節減
容器包装等の低環境負荷化のための追加的取り組み

4,103

4,513
21,810
2,129

0
32,555

3,365

4,319
20,871
3,259

0
31,814

環境保全対策に伴う経済効果（実質的効果）
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